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『 新たなるスタート 』 
 

 ４月７日に、１６６名の新入生を迎え、全校生徒５７４名で令和４年度がスタートしま

した。２．３年生の皆さん進級おめでとうございます。そして、新入生の皆さん、ご入学

おめでとうございます。 

今年度、大正中学校に着任して２年目となります、校長の佐藤 典之（さとう のりゆ

き）と申します。本校の伝統を大切にしながら、教職員一同「丁寧に」そして「誠実に」

をむねに、全校生徒を全教職員で指導・支援してまいりますので、ご理解ご支援のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 始業式で２．３年生には、「横浜一、あいさつができる学校」「横浜一、きれいな学校」 

「横浜一、学習意欲を持つ学校」を目指そうと話をしました。また、新しいクラスの発表

があり、新しいメンバーとの生活を始めるにあたり、「他人を否定することから始めるので

はなく、理解し、認めることからスタートしましょう。」という話をしました。 

 そして、午後の入学式では、中学校の大きな役割は良い学習習慣と良い生活習慣を身に

つける場であると考えていることを伝え、生活と学習のルールを守り，毎日の授業に真剣

に取り組むことは勿論のことですが，失敗を恐れず，部活動や生徒会活動など新しい活動

にどんどん挑戦し，より高い目標を目指して，毎日努力してほしいということを話しまし

た。 

 また、聴力にハンディキャップを持つ生徒、歩行することが困難な生徒、左腕が不自由

な生徒が入学することを受け、全校生徒に向けて、大正中学校を、大きなハンディを抱え

る生徒とそうでない生徒が、できるだけ同じ場で共に学ぶことを目指し、共に学ぶことを

進めることにより、思いやりや協力する態度を育み、同じ社会に生きる人間として、互い

に正しく理解し、共に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを学ぶ場にしたいと

いう私の思いを伝えました。 

 

大正中学校教育目標 

未来に向かって心豊かにたくましく生きるために 
〇 自らの生き方を創りだし、より広く・より深く考え、課題解決に向けて粘り強く取り組む力

をつけます。（知・開） 
〇 互いの違いを認め合い、思いやりの心を持ち自他の生命と人権を大切にします。（徳・体） 

〇 あいさつを大切にし、社会への視野を広げ、地域や社会に貢献できるようにします。（公・開） 



 
今年度は１６６名の生徒が入学して、学校はますます活気 

づきます。新入生の皆さんも、中学校生活に大きな期待を膨 

らませて入学したことでしょう。自分の思い描いている目標 

や夢の実現を目指して頑張ってほしいと思います。 

新入生代表の言葉を１年３組の鈴木 温大さんが立派に述べてくれました。 

 
対面式 

 ４月８日（金）に、１年生と２.３年生との対面式を行いました。 

例年ですと、体育館に全学年が集まり、行う行事でしたが、感染症 

対策として、テレビ放映による式となりました。全員が集まること 

が出来なかったことは残念でしたが、生徒会長 北  龍斗さんが歓 

迎の言葉を述べ、各クラスの代表者が、鉢植えを受け取り、新入生 

代表の言葉を１年２組の吉田 瑛太さんが立派に務めました。 

 

１年生：生徒会・部活動オリエンテーション】 

 ４月１１日（月）お弁当が始まった日、１年生対象に６校時を使って、２,３年生がそれ

ぞれの立場から活動の様子を紹介するオリエンテーションを行いました。 

 前半は、生徒会本部役員が委員会の活動の様子を中心に説明をしました。後半は、それ

ぞれの部活動が短い時間を有効に使い、部ごとに PR を行いました。それぞれの活動の雰囲

気を伝えようと、工夫を凝らした紹介は、ぜひ多く人に入部して欲しいと願う先輩たちの

心温まるアピールとなり、微笑ましさ溢れるオリエンテーションとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１年生ＰＡ（プロジェクトアドベンチャー）ＩＮ足柄】 

 
４月２１日（木）１年生がさわやかな晴れの天気の中、南足柄にある『県立２１世紀の 

森』に行き、入学後最初の大きな行事である『プロジェクトアドベンチャー』を行いまし

た。 

『プロジェクトアドベンチャー』は、生徒同士の信頼関係 

を高め、今後の学校生活において、よりよい集団作りにつな 

げる目的で行っています。 

クラスを２グループに分け、各グループにファシリテータ 

ーと呼ばれる支援者が付きます。このファシリテーターから、 

各グループに最初は不可能ではないかと思われる、様々な課

題が提示されます。その課題に皆で知恵を出し合い、協力し

て挑戦し、達成を目指すことを通し、「信頼すること」「協力

すること」を全身を使って学習しました。 

この経験は今後の中学校生活での、仲間づくりや各行事へ  

の取り組みにきっと生かされると期待しています。 



 

【３年生 修学旅行への取り組み】 

 

３年生は５月１３日（金）～１５日（日）に『 GREEN PEACE 』の生徒スローガンの

もと、２泊３日の修学旅行に行ってきます。 

この行事に向け、これまで３年生は平和教育に関 

する学習を進めてきました。 

４月２１日（木）に広島より、被爆体験伝承者の 

宮本 憲久 様をお招きし、被爆者から受け継いだ被 

爆体験や平和への思い。また、戦時下の人々の暮ら 

し、原爆被害の概要、原爆の人体への影響などのお 

話をいただき、最後に被爆体験伝承者としての平和 

への思いを語っていただきました。修学旅行直前の 

お話だったので、改めて、平和に対する意識を高め 

る貴重な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の主な行事予定等】 

４/26 市学力学習状況調査 

４/27 学校説明会・部活動保護者説明会 

５/13～15 ３年修学旅行（広島・京都） 

５/19 体育祭学年練習（1.2 校時２年・3.4 校時３年・5.6 校時１年） 

５/20 ２年校外学習（湘南鎌倉方面） 

５/27 体育祭 

「相談窓口」 

☆校内 「わいせつ・セクハラ」相談窓口担当者 

   生徒指導専任  小室 信行    養護教諭  室田 悦子 

☆教職員に対する行為に関する相談窓口担当者 

   副校長 伊藤 正徳    養護教諭  室田 悦子 

☆教育総合相談センター（一般教育相談）電話６７１-３７２６～８ 

「 特別支援コーディネーターの紹介 」 

 ☆学級に在籍する発育障害・学習障害等の課題を抱えた支援を必要とす

る生徒に対して、個別の指導・支援を行うものです。 

特別支援コーディネーター 山口 翔  上原 哲哉  石井 岳暁 

「 学校カウンセラーの紹介 」 

☆相談内容：子育て、学習、不登校、いじめ、友人関係、その他 

   諸本 尚子 先生   （校内：相談室） 

  毎週火曜日：９：００ ～ １７ : ００   

直通電話 ８９４-２９０６ 


